
歳 入 、 歳 出 各 項 目 の
詳 し い 内 訳 は 、

村 広 報 誌 を
ご 確 認 く だ さ い 。

文 化 協 会 の 更 な る 充 実 ・ 発 展 の た め 、 経 験 豊 富 な 人 材 が 確 保 さ れ て い る 観 光 協 会 へ の 連 携 ・ 移 転 は 必 要 と
考 え ら れ ま す 。 社 会 教 育 補 助 団 体 で あ る 文 化 協 会 へ の 支 援 は 継 続 し て ま い り ま す 。

文 化 協 会 の 事 務 局 が 観 光 協 会 へ 移 転 す る こ と に つ い て 。

今 年 度 3 回 会 議 を 開 催 予 定 。 そ の 中 で 使 用 目 的 や 定 額 制 ま た は 定 率 制 に す る の か 意 見 を 聴 取 し て い る と こ ろ 。
3 月 2 8 日 に は 県 と 関 係 市 町 村 で 連 絡 協 議 会 を 開 催 す る の で 県 の 動 向 を 確 認 予 定 で す 。 ま た 令 和 8 年 度 を
導 入 目 標 と し て は い ま す が 、 導 入 あ り き で は な く 、 し っ か り 議 論 を し て 進 め て い こ う と の 意 見 も あ り 導 入 で き る
か ど う か は  未  定  で す  。

観 光 審 議 会 運 営 委 託 料 5 2 2 万 5 千 円 に つ い て 、 観 光 目 的 税 の 現 状 は ど の よ う に な っ て い る の か 。

2 年 計 画 の 事 業 で 令 和 6 年 度 に つ い て は 恩 納 村 の 課 題 の 洗 い 出 し を 行 い 、 今 後 協 議 会 を 立 ち 上 げ 、 路 線 バ ス
の 事 業 者 、 村 内 の バ ス 業 者 、 タ ク シ ー 業 者 等 に 意 見 を 聞 い て 公 共 交 通 計 画 を 策 定 し て い く 事 業 で あ り ま す 。

地 域 公 共 交 通 計 画 策 定 支 援 事 業 8 1 5 万 1 千 円 に つ い て 、 事 業 内 容 を 伺 う 。

今 回 、 福 祉 避 難 所 と し て 保 健 福 祉 セ ン タ ー を 指 定 し て 運 営 し て い く た め の 防 災 倉 庫 も 含 め て 中 身 の 食 料 品 等
一 式 と な り ま す 。 詳 細 は 担 当 す る 福 祉 課 と 調 整 し て い き ま す 。

避 難 所 等 物 品 購 入 費 1, 9 7 4 万 1 千 円 に つ い て 、 物 品 の 詳 細 は 。

全 国 的 に 進 め ら れ て い る 自 治 体 の デ ジ タ ル 化 推 進 に 際 し て 職 員 で 対 応 し き れ な い 部 分 が ど う し て も 出 て く る
の で 、 企 業 か ら サ ポ ー ト と し て 週 3 日 、 人 員 を 配 置 し て い る 委 託 料 と な り ま す 。

自 治 体 電 子 推 進 業 務 委 託 料 9 5 0 万 4 千 円 の 内 容 に つ い て 。

令 和 4 年 度 の 実 績 で 火 葬 使 用 、 村 内 1 1 4 件 、 村 外 1 0 0 件 。 斎 場 使 用 で 村 内 4 7 件 、 村 外 6 件 。 ち な み に 火 葬 使 用 料
は 村 内 が 1 万 円 、 村 外 が 5 万 円 。 斎 場 使 用 料 は 村 内 が 1 万 2 千 円 、 村 外 が 4 万 5 千 円 に な り ま す 。

斎 場 使 用 料 2, 0 7 1 万 6 千 円 の 内 容 に つ い て 。

過 去 3 年 間 の 平 均 均 等 割 額 に 目 標 徴 収 率 の ９ ９ ％ を 乗 じ る 。 並 び に 過 去 3 年 間 の 平 均 法 人 割 額 に 目 標 徴 収 率
9 9 ％ を 乗 じ 、 平 均 均 等 割 額 と 平 均 所 得 割 額 を 足 し た 合 計 で 積 算 し て い ま す 。 令 和 2 年 度 5 1 0 社 、 令 和 3 年 度
5 3 2 社 、 令 和 4 年 度 5 9 6 社 と な っ て い ま す 。

※ 予 算 の 内 訳 と し て 、 自 主 財 源 7 3 億 2, 1 6 7 万 4 千 円 （ 予 算 全 体 に 占 め る 割 合 6 7 ％ ） で 、 対 前 年 度 比 8 億 7 8 9 万 6 千 円 （ 1 2. 4 ％ ） の 増 。 　

依 存 財 源 3 6 億 8, 5 4 4 万 7 千 円 （ 予 算 全 体 に 占 め る 割 合 は 3 3 ％ ） で 、 対 前 年 度 比 1 億 3, 4 3 4 万 9 千 円 （ △ 3. 5 ％ ） の 減 。

● 歳 入 歳 出 総 額 ： １ １ ０ 億 ７ １ ２ 万 １ 千 円 （ 対 前 年 度 比 6 億 7, 3 5 4 万 7 千 円 （ 6. 5 ％ ） の 増 ）

法 人 の 現 年 課 税 分 7, 4 6 9 万 円 に つ い て 、 算 出 方 法 と 法 人 の 数 は 。

令 和 ６ 年 度 一 般 会 計 予 算 概 要令 和 ６ 年 度 一 般 会 計 予 算 概 要委 員 長 報 告 抜 粋

■ 特 別 会 計 予 算

歳  入 ・ 歳  出

国 民 健 康 保 険 1 6 億 5, 0 8 6 万 9 千 円

後 期 高 齢 者 医 療 1 億 4, 0 5 2 万 7 千 円

下 水 道 事 業 収 益

5 億 1, 4 3 9 万 8 千 円

下 水 道 事 業 費 用

5 億 7 9 9 万 6 千 円

資 本 的 収 入

8 億 2, 2 1 9 万 8 千 円

資 本 的 支 出

8 億 7, 0 2 4 万 1 千 円

■ 水 道 事 業 会 計 予 算■ 下 水 道 事 業 会 計 予 算

水 道 事 業 収 益

8 億 5, 3 1 4 万 4 千 円

水 道 事 業 費 用

8 億 3, 3 1 4 万 4 千 円

資 本 的 収 入

2 億 2, 1 2 0 万 3 千 円

資 本 的 支 出

4 億 1, 1 2 8 万 1 千 円

■ 歳 出 に 関 す る 質 疑

■ 歳 入 に 関 す る 質 疑

1 1 0 億 7 1 2 万 1 千 円

対 前 年 度 比  6 億 7 ,3 5 4 万 7 千 円

一 般 会 計 予 算

6. 5 ％ の 増

自 主 財 源

依 存 財 源

7 3 億 2 ,1 6 7 万 4 千 円

3 6 億 8 ,5 4 4 万 7 千 円

6 7 ％

3 3 ％
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総 務 財 政 文 教 委 員 会 「 所 管 事 務 調 査 報 告 書 」

（ あ し び な ー 施 設 整 備 事 業 に 係 る 沖 縄 振 興 特 別 推 進 交 付 金 不 当 金 額 に 関 す る こ と に つ い て ）

は じ め に 「 調 査 に 至 る 目 的 と 経 緯 」

聴 き 取 り 調 査

調 査 意 見

総 括 「 意 見 及 び 提 言 」

開 催 経 過 及 び 構 成 員

● 令 和 ５ 年 １ ２ 月 定 例 会 、 当 局 か ら 議 案 第 ８ ４ 号 、 令 和 ５ 年 度 恩 納 村 一 般 会 計 補 正 予 算 （ 第 ５ 号 ） で 、 当 該 返 還 金

と し て ２ １ 款 諸 収 入 、４ 項 雑 入 、１ ０ 節 建 設 課 、２. あ し び な ー 施 設 整 備 事 業 設 計 誤 り に よ る 一 括 交 付 金 返 還 金

２ ９ ４ 万 円 を 含 む 一 般 会 計 補 正 予 算 （ 案 ） に つ い て 提 案 が あ り 、 本 委 員 会 で 審 議 を 行 い 、 説 明 資 料 の 不 備 や

説 明 不 足 が み ら れ 不 透 明 な 部 分 が あ っ た こ と か ら 当 該 返 還 金 の 部 分 に つ い て は 、 認 め る こ と が で き な い

と し た 。 更 に 本 件 の 重 大 性 に 鑑 み 、 当 局 の 不 当 金 の 取 り 扱 い 事 務 に 問 題 が あ る こ と な ど 今 回 の 所 管 事 務

調 査 を 行 う 動 機 に も な り 、 本 委 員 会 に よ る 今 回 の 調 査 に 至 っ た 。

● 各 委 員 に お い て 請 求 し た 資 料 を 調 査 。 そ の 結 果 を 基 に 、 条 例 、 規 則 、 基 準 等 に 照 ら し 合 わ せ 、 洗 い 出 さ れ た

問 題 点 や 指 摘 事 項 、 改 善 事 項 を 明 示 し 、 そ れ に 対 す る 意 見 や 改 善 策 の 提 案 を 求 め る た め 、 担 当 課 長 の 出 席 を

求 め 、 聴 き 取 り 調 査 を 実 施 し た 。

● 会 計 検 査 の 目 的 は 、 公 正 な 運 営 等 透 明 性 を 確 保 す る た め に 、 補 助 金 関 係 に 対 し て 、 検 査 す る こ と で あ り 、

今 回 、 恩 納 村 の 補 助 金 支 出 に 対 し 、 不 当 な 部 分 が あ っ た と い う 指 摘 が あ っ た こ と か ら 、 そ の 辺 も 重 々 理 解

し て い た だ き た い と の 意 見 が あ っ た 。

● 本 件 の 調 査 に つ い て は 、 当 局 の 答 弁 で も 、 役 場 内 部 だ け の 調 査 は 限 界 を 超 え て い る と い う 発 言 が あ っ た

こ と か ら も 、 本 来 な ら ば 、 こ の 透 明 性 を 確 保 す る た め に も 第 三 者 委 員 会 を 設 置 し て で も 、 や る べ き 議 案 で

あ っ た と い う 意 見 が あ っ た 。

● あ し び な ー 施 設 整 備 事 業 設 計 誤 り に よ る 返 還 金 ２ ９ ４ 万 円 の 負 担 割 合 に つ い て 、 施 工 業 者 と 設 計 業 者 の

２ 者 で 折 半 す る こ と に 賛 成 す る 意 見 も あ っ た が 、 別 の 意 見 と し て は 、 当 局 も 監 督 責 任 者 と し て の 責 任 は

あ る 程 度 あ る こ と を 認 め て い る こ と も あ り 、 当 局 が 全 額 負 担 す べ き と の 意 見 や 施 工 業 者 の み が 負 担

す べ き と の 意 見 も あ っ た 。

● 調 査 の 結 果 、 条 例 、 規 則 、 基 準 等 に 照 ら し て 本 件 事 業 に 係 る 一 部 の 業 務 、 事 業 者 へ の 指 揮 監 督 が 不 十 分 な

と こ ろ が あ っ た 。 そ の 結 果 を 村 民 に 公 表 し 、 村 民 と 行 政 が 認 識 を 共 有 す べ き と 考 え る 。 委 員 会 と し て は

2 度 と こ の よ う な 不 祥 事 が な い よ う 意 見 を 申 す 。 こ れ を も っ て 、 所 管 事 務 調 査 の 報 告 と し ま す 。

① 令 和 ５ 年 １ ２ 月 １ ５ 日  令 和 ５ 年 第 ８ 回 １ ２ 月 定 例 会 本 会 議 に お い て 閉 会 中 の 所 管 事 務 調 査 の 継 続 調 査

申 出 に よ り 、 賛 成 多 数 に よ り 承 認

②  令  和 ６ 年 ２ 月   ６ 日  第 １ 回 総 務 財 政 文 教 委 員 会 【 内 容 】 副 村 長 、 所 管 課 長 、 担 当 職 員 へ の ヒ ヤ リ ン グ

③ 令 和 ６ 年 ３ 月 １ ８ 日  第 ２ 回 総 務 財 政 文 教 委 員 会 【 内 容 】 請 求 資 料 の 審 査 　 担 当 職 員 へ の ヒ ヤ リ ン グ

④ 令 和 ６ 年 ３ 月 ２ ５ 日  第 ３ 回 総 務 財 政 文 教 委 員 会 【 内 容 】 調 査 報 告 書 作 成 及 び 確 認

（ １ ） 総 務 財 政 文 教 委 員 会 所 管 事 務 調 査 の 開 催 経 緯

（ ２ ） 総 務 財 政 文 教 委 員 会 構 成 員

委 員 長 當 山 直 彦

副 委 員 長

委 員

新 城 哲

喜 納 正 誠 　 又 吉 貢 　 佐 渡 山 明 　 大 城 堅 三 　 亀 谷 梢 　 當 山 達 彦

記 事 担 当 ： 宮 﨑 匠
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